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m >に比例する｡従って¢′-<α +αzz-(αyy+αYE)>EO/JF となるo通常の液体分子で
は<α >-<α >であるので¢′-<α -α >EO/√夏 となる.また一般に屈折率nは分極Zy yZ 2:I yy
p,外部電場Fとn2-1-4wP/Fの関係があるのでnd-nJ_∝¢ 〝-<α -α > となるoこZZ yy
こで 竹及び nJ_はそれぞれEに平行 (Z軸 )及び垂直 (y軸 )成分の屈折率を表すO要するに
複屈折の実験では光をモニターとして用い,方向性を有している外的刺激 (ベクトル量 )で系
のく｡ -α >を観測することである｡ この刺激の例としては今回の電場の他に磁場,fl｡wl)== _yy
等がある｡電子の運動が許容され,質点の変位が禁じられている対称剛体分子
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拡がりをもつ2準位系に現象論的緩和時間 (Tl:縦緩和時間,T2 :横緩和時間,T3 :交差緩
和時間 )を導入したものを考える｡非線形分光では,これに周波数,波動ベクトル,パルス時
刻などの異なる複数個の入射光を加え,その非線形結合効果によって生ずる新しい出力光,又
は入射光の変化を観測して緩和情報を求めるのである｡大別すると非線形感受率の周波数特性
を測定する周波数領域の方法と,過渡的励起に伴う時間変化をみる時間領域の方法とがある｡
非線形分光法の特徴は,不均一拡がりの影響や,異種の緩和を容易に分緑できて信頼性ある緩
和情報を与える点にある｡
我々は2種の入射光による1光子共鳴3次非線形現象を系統的に調べ,特に超高速緩和の研
究に適した方法として(1)共鳴レイ リー 型光混合,(2)共鳴カー効果,(3)空間パラメトリック効果
の手法を開発した｡(1日 2)は周波数領域の方法で,周波数 a,1,W2の入射光に対し,(1)は2wI
-a,2の出力光を,(2)はa,2光の変化をa,1-a,2の関数として観測する｡(3)は時間領域の方法で,
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